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一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
妻
の
法
定
抵
当
権
の
「
登
記
」
の
概
要
㈠

｜
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
所
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を
よ
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ど
こ
ろ
に
｜

香
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四

む
す
び
に
か
え
て

一

は
じ
め
に

１

本
稿
の１

）目２
）的３
）

一

一
八
〇
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
（
以
下
「
一
八
〇
四
年

法
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
妻
の
法
定
抵
当
権
（h

y
p
o
th
eq
u
e

 
leg
a
le d

e la fem
m
e m

a
riee

）
は
「
登
記
（in

scrip
tio
n

）
と
は

無
関
係
に
成
立
す
る
」

二
一
三
五
条
柱
書
）。
す
な
わ
ち
、
妻
は
、

法
定
抵
当
権
の
登
記
を
免
除
さ
れ
、
か
つ
未
登
記
の
ま
ま
で
、
そ
れ

を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
（⇒

四
）。
本
稿
は
、
こ
の

よ
う
な
性
質
を
有
す
る
法
定
抵
当
権
を
「
登
記
免
除
法
定
抵
当
権
」

と
、
登
記
免
除
法
定
抵
当
権
の
う
ち
実
際
に
未
登
記
の
そ
れ
を
「
登

記
免
除
・
未
登
記
法
定
抵
当
権
」
と
い
う
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
五

八
）。
も
っ
と
も
、
一
八
〇
四
年
法
は
、
妻
の
法
定
抵
当
権
に
つ
き

登
記
を
免
除
す
る
に
す
ぎ
ず
、
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
一
八
〇
四
年
法
は
、
登
記
免
除
・
未

登
記
法
定
抵
当
権
が
取
引
安
全
を
脅
か
す
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、

そ
の
登
記
を
促
進
す
る
措
置
を
講
じ
る
。
ま
た
、
一
八
〇
四
年
法
及

び
特
別
法
に
よ
り
登
記
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
登
記
免
除
法
定
抵
当
権
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
抵
当

権
の
登
記
に
関
す
る
規
定
は
少
な
く
な
い
。
本
稿
は
、
前
稿
・
次
稿４

）
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と
相
ま
っ
て
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
妻
の
法
定
抵
当
権

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
法
定
抵
当
権
の
登
記
の
規
定

を
み
る
。
実
際
、
法
定
抵
当
権
に
対
す
る
否
定
的
評
価
は
、
一
八
〇

四
年
法
の
法
定
抵
当
権
の
登
記
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
正
確
に
理
解
し
な
け
れ
ば
、
妻
の
法
定
抵
当
権

と
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は

ず
で
あ
る５

）。

本
稿
の
目
的
及
び
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
き
オ
ブ

リ
ー
（C

h
a
rles

 
A
U
B
R
Y
,
1803

1878

）
‖
ロ
ー
（C

h
a
rles-

F
red

eric
 
R
A
U
,
1803

1877

）
の
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
講
義

（C
o
u
rs d

e d
ro
it civ

il fra
n
ça
is

）』

第
四
版
）
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
つ
つ
、
そ
れ
を
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
（G

a
b
riel

 
B
A
U
D
R
Y
-
L
A
C
A
N
T
IN
E
R
IE
,
1837

1913

）
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ

（P
a
u
l d
e L

O
Y
N
E
S
,
1841

1914

）
の
著
作
で
補
っ
て
い
る
こ
と

を
始
め
、
前
稿
で
述
べ
た
こ
と
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
二
）
が
そ
の

ま
ま
妥
当
す
る
。

１
）

本
稿
で
引
用
す
る
文
献
を
、
こ
こ
で
一
括
し
て
掲
げ
て
お
く
。

以
下
、
太
字
体
で
表
記
し
た
部
分
の
み
で
引
用
す
る
。

仏
語
文
献
｜A

U
B
R
Y
(C
.)
et R

A
U
(C
.),
C
ou
rs d

e d
roit

 
civil fran

çais,
trad

u
it d

e l’allem
an
d
 
d
e M

.
C
.
S
.
Z
ach

ar-

iae
,
1

ed
.,
5 v
o
l.,
S
tra
sb
o
u
rg
,
1839

1846;
A
U
B
R
Y
(C
.)
et

 
R
A
U
(C
.),
C
ou
rs d

e d
roit civil fran

çais d
’apres la m

eth
-

od
e d

e Z
ach

ariae
,
4
ed
.,
8 v

o
l.,
P
a
ris,

1869
1878;

B
A
U
-

D
R
Y

L
A
C
A
N
T
IN
E
R
IE

(G
.)
et
 
D
E
 
L
O
Y
N
E
S
(P
.),

T
raite

th
eoriqu

e et pratiqu
e d

e D
roit civil,

d
u
 
n
an
tisse-

m
en
t,
d
es privileges et

 
et d

e l’expropriation
 

forcee
,
2
ed
.,
3 v
o
l.,
1899;

D
E
 
L
O
Y
N
E
S
(P
.),
L
e projet d

e
 

loi su
r
 
la
 
reform

e d
u
 
regim

e h
ypoth

ecaire
,
P
a
ris,

1897;

F
E
N
E
T
(P
.
A
.),
R
ecu

eil com
plet d

es travau
x preparatoire

 
d
u
 
C
od
e civil,

15 v
o
l.,
P
a
ris,

1827,
reim

p
ressio

n
 
O
sn
a
-

b
ru
ck
,
1968;

G
R
A
S
S
E
T

(J.),
L
es
 
projets

 
d
e
 
reform

e
 

h
ypoth

ecaire
 
d
epu

is
 
le
 
C
od
e
 
civil,

etu
d
e
 
h
istoriqu

e
 
et

 
critiqu

e
,
P
a
ris,

1907;
Jou

rn
al
 
officiel

 
d
e
 
la
 
R
epu

bliqu
e

 
fran

çaise
,

u
m
en
ts

 
lem

en
taires

,
S
en
a
t;
L
O
C
R
É
(J.

G
.),
L
egislation

 
civile,

com
m
erciale et crim

in
elle ou com

-

m
en
taire

 
et
 
com

plem
en
t
 
d
es
 
cod

es
 
fran

çais
,
16
 
v
o
l.,

B
ru
x
elles,

1836
1838;

L
O
IS
E
L
(A
.),
In
stitu

tes cou
stu
m
ier-

es
,
ou
 
M
an
u
el d

e plu
sieu

rs et d
iverses reigles

,
sen

ten
ces
,

et proverbes tan
t an

cien
s qu

e m
od
ern

es d
u
 
d
roit cou

s-

tu
m
ier

 
et
 
plu
s
 
ord

in
aire

 
d
e
 
la
 
F
ran

ce
,
P
a
ris,

1608;

P
L
A
N
IO
L
(M
.)
et R

IP
E
R
T
(G
.),
T
raite

pratiqu
e d
e d
roit

 
civil

 
fran

çais
,
14
 
v
o
l.,

P
a
ris,

1924
1934;

P
O
N
T

(P
.),

E
xplication

 
th
eoriqu

e
 
et
 
pratiqu

e
 
d
u
 
C
od
e
 
civil,

C
om
-

m
en
taire traite

d
es privileges et h

ypoth
equ

es et d
e l’expro-
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priation
 
forcee

,
3
ed
.,
2 v

o
l.,
P
a
ris,

1876;
R
A
Y
N
A
U
D

(P
.),
H
ypoth

equ
e
 
legale

,
R
epertoire

 
d
e
 
D
roit civil,

t.
II,

P
a
ris,

1952;
T
R
O
P
L
O
N
G
(R
.-
J.),

P
rivileges et h

ypoth
e-

qu
es
,
com

m
en
taire d

e la
 
loi d

u
 
2
3
 
m
ars 1

8
5
5
 
su
r
 
la

 
en m

atiere h
ypoth

ecaire
,
2
ed
.,
P
a
ris,1864;

H
U
C
(T
.),
L
e

 
et le C

od
e N

apoleon
,
t.

II,
T
rad

u
ction

 
d
u
 
cod

e civil italien
,
2
ed
.,
P
a
ris,

1868;

V
IN
C
E
N
T
(J.)

V
oies d

’execu
tion

 
et proced

u
res d

e d
istri-

bu
tion

,
2
ed
.,
P
a
ris,

D
a
llo
z,
1976;

,
R
epertoire d

e D
roit civil,

t.
II,

P
a
ris,

1952.

邦
語
文
献
｜
香
山
高
広
「
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
抵
当
法
の
基
本

的
性
格
⑴
｜
⑸
」
小
樽
商
科
大
学
『
商
学
討
究
』
第
五
〇
巻
第
二
・

三
合
併
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
三
｜
二
五
二
頁
・
第
五
一
巻
第
一

号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
五
｜
一
四
三
頁
・
第
五
一
巻
第
二
・
三
合
併

号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
一
｜
一
八
三
頁
・
第
五
二
巻
第
一
号
（
二

〇
〇
一
年
）
一
八
七
｜
二
一
三
頁
・
第
五
二
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
二

〇
〇
一
年
）
三
三
九
｜
三
六
九
頁
、
香
山
高
広
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン

ス
法
に
お
け
る
『
妻
の
法
定
抵
当
権
』
の
概
要
（
一
）
｜
（
三
・
完
）

｜
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
所
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
｜
」
九
州
大
学
『
法

政
研
究
』
第
七
九
巻
第
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
三
｜
一

〇
一
頁
・
第
七
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
六
三
｜
九
八
九
頁
・

第
八
〇
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
六
五
｜
一
九
六
頁
、
山
口
俊

夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法
・
上
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）。

２
）

本
稿
に
お
い
て
は
、
条
文
等
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
文

献
を
参
考
に
し
た
。
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
『
現
代
外
国
法
典

叢
書

仏
蘭
西
民
法
〔
Ⅰ
｜
Ⅴ
〕

復
刻
版
）』

有
斐
閣
、
一
九
五
六

年
）、
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
『
現
代
外
国
法
典
叢
書

仏
蘭
西

商
法
〔
Ⅰ
｜
Ⅱ
〕

復
刻
版
）』

有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）、
フ
ラ
ン

ス
民
事
訴
訟
法
典
翻
訳
委
員
会
「
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
の
翻
訳

」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
八
九
巻
第
六
号
（
一
九
七
二
年
）
六
九

五
｜
七
二
〇
頁
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
法
務
資
料

第
四
四
一
号

フ
ラ
ン
ス
民
法
｜
物
権
・
債
権
関
係
｜
』

一
九
八
二

年
）、
山
本
和
彦
『
フ
ラ
ン
ス
の
司
法
』

有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）、

若
林
安
雄
「
一
八
〇
六
年
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
（
仮
訳
）

（
一
）
｜
（
四
）」『
近
代
法
学
』
第
三
〇
巻
第
三
・
四
号
（
一
九
八
三

年
）
七
三
｜
九
七
頁
・
第
三
二
巻
第
二
・
三
・
四
号
（
一
九
八
五
年
）

四
三
｜
九
七
頁
・
第
三
四
巻
第
三
・
四
号
（
一
九
八
七
年
）
七
七
｜
九

九
頁
・
第
三
七
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
八
九
年
）
八
五
｜
一
四
二
頁
。

３
）

本
稿
で
は
、
前
稿
と
同
様
に
、
そ
の
全
体
に
わ
た
り
、
通
し
番

号
（
ニ
ュ
メ
ロ
）
を
付
し
て
い
る
。
以
下
、

⇒

四
）」
と
あ
る
場

合
は
「
本
稿
の
ニ
ュ
メ
ロ
四
を
参
照
せ
よ
」
と
、
ま
た
、

⇒

「
法

定
抵
当
権
」
四
）」
と
あ
る
場
合
は
「
香
山
『
法
定
抵
当
権
』
の

ニ
ュ
メ
ロ
四
を
参
照
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
引

用
文
中
の
亀
甲
括
弧
（〔
〕）
内
は
著
者
に
よ
る
註
で
あ
り
、
角
括
弧

（﹇
﹈）
内
は
著
者
に
よ
る
補
足
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
単
に

条
文
数
を
揚
げ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
は
す
べ
て
一
八
〇
四
年
法
の

そ
れ
で
あ
る
。

４
）

前
稿
（
香
山
「
法
定
抵
当
権
」）
は
妻
の
法
定
抵
当
権
の
う
ち
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登
記
と
滌
除
（p

u
rg
e

）
を
除
く
部
分
の
概
要
を
み
た
。
次
稿
は
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
抵
当
権
の
『
滌
除
』
の
概
要

｜
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
所
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
｜
」
と
題
し
て
滌
除

の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
。

５
）

法
律
の
規
定
に
従
い
債
務
者
の
現
在
財
産
又
は
将
来
財
産
に

つ
き
登
記
を
す
る
権
利
を
有
す
る
債
権
者
が
、
合
意
に
よ
る
制
限
を

す
る
こ
と
な
く
、
債
権
担
保
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
土
地
に
つ
き

登
記
を
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
登
記
の
縮
減
訴
権
又
は
不
適
切

な
部
分
の
抹
消
訴
権
を
有
す
る
」

二
一
六
一
条
一
項
前
段
）。
こ
れ

を
「
登
記
の
縮
減
（red

u
ctio

n
 
d
es in

scrip
tio
n
s

）」
と
い
い
、

二
一
六
一
条
乃
至
二
一
六
五
条
が
、
そ
の
詳
細
を
規
定
す
る
。
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
妻
の
法
定
抵
当
権
に
は
適
用
さ
れ
ず
（B

a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
III,

n
°916,

p
.

185.

）、
妻
の
法
定
抵
当
権
に
つ
い
て
は
、

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）

縮
減
（red

u
ctio

n

）

二
一
四
四
条
・
二
一
四
五
条
）
の
準
則
に
従

う
。

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）
縮
減
は
、
登
記
の
縮
減
の
特
則
で
あ

る
と
し
て
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）
縮
減

を
登
記
の
縮
減
と
と
も
に
検
討
す
る
（A

u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

282,
p
p
.
400

403.

）。
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）
縮
減
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る

が
、

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）
縮
減
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ

カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
に
し
た
が
い
、

妻
の
法
定
抵
当
権
の
）

制
限
（restrictio

n

）
と
と
も
に
前
稿
で
み
た
（⇒

「
法
定
抵
当

権
」
四
五
｜
四
九
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
割
愛
す

る
。２

関
連
規
定

⑴

一
八
〇
四
年
法

二

一
八
〇
四
年
法
第
三
編
第
一
八
章
「
先
取
特
権
及
び
抵
当

権
」
の
法
定
抵
当
権
関
連
規
定
中
、
本
稿
に
関
連
す
る
規
定
は
、
以

下
で
あ
る
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
一
〇
）。

第
二
一
三
四
条

債
権
者
間
に
お
い
て
は
、
法
定
抵
当
権
、
裁
判
上

の
抵
当
権
又
は
合
意
に
よ
る
抵
当
権
の
順
位
は
、
法
律
に
規
定
す
る
手

続
に
従
い
債
権
者
が
保
存
吏
の
帳
簿
に
し
た
登
記
の
日
付
の
前
後
に
よ

る
。第

二
一
三
五
条

次
に
掲
げ
る
抵
当
権
は
登
記
と
は
無
関
係
に
成
立

す
る
。

一

未
成
年
者
及
び
禁
治
産
者
の
抵
当
権
。
こ
の
抵
当
権
は
、
財
産

管
理
の
た
め
に
、
後
見
受
諾
日
か
ら
後
見
人
が
所
有
す
る
不
動
産
に
成

立
す
る
。

二６
）

イ

妻
の
抵
当
権
。
こ
の
抵
当
権
は
、
嫁
資
（d

o
t

）
及
び
夫

資 料
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婦
財
産
制
約
定
（co

n
v
en
tio
n
s m

a
trim

o
n
ia
les

）
に
つ
い
て
は
、

婚
姻
日
か
ら
夫
の
不
動
産
に
成
立
す
る
。

ロ

妻
は
、
婚
姻
中
の
相
続
又
は
贈
与
か
ら
生
じ
た
嫁
資
金
銭

（so
m
m
es d

o
ta
les

）
に
つ
い
て
は
、
相
続
開
始
又
は
贈
与
が
効
力
を

生
じ
た
日
か
ら
に
限
り
、
抵
当
権
を
有
す
る
。

ハ

妻
は
、
夫
と
と
も
に
負
担
し
た
債
務
の
補
償
金
（in

d
em
-

n
ite

）
及
び
譲
渡
さ
れ
た
固
有
財
産
（p

ro
p
res

）
の
買
換
え
（rem

-

p
lo
i

）
に
つ
い
て
は
、
債
務
負
担
日
又
は
売
却
日
か
ら
に
限
り
、
抵
当

権
を
有
す
る
。

ニ

す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
本
条
の
規
定
は
本
章
公
布
以
前
に

第
三
者
が
取
得
し
た
権
利
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
一
三
六
条

夫
及
び
後
見
人
は
、
自
己
の
財
産
を
目
的
と
す
る

抵
当
権
を
自
己
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
自
己
の

所
有
す
る
不
動
産
及
び
将
来
所
有
す
る
不
動
産
に
つ
き
遅
滞
な
く
保
存

所
に
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
登
記
の
申
請
を
怠
っ
た
夫
及
び
後
見
人
が
、
自
己
の
所
有
す

る
不
動
産
が
妻
及
び
未
成
年
者
の
法
定
抵
当
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
不
動
産
に
先
取
特
権
又
は
抵
当
権

を
合
意
し
、
又
は
そ
れ
ら
を
取
得
す
る
が
ま
ま
に
さ
せ
た
場
合
は
、
こ

れ
ら
の
者
は
、
詐
欺
的
担
保
提
供
者
（stellio

n
a
ta
ire

）
と
み
な
さ
れ
、

民
事
拘
留
（co
n
tra
in
te p

a
r co

rp
s

）
さ
れ
る
。

第
二
一
三
八
条

夫
、
後
見
人
及
び
後
見
監
督
人
が
第
二
一
三
六
条

及
び
第
二
一
三
七
条
の
登
記
を
し
な
い
場
合
は
、
夫
及
び
後
見
人
の
住

所
又
は
財
産
所
在
地
の
民
事
裁
判
所
付
政
府
委
員
（co

m
m
issa

ire d
u

 
G
o
u
v
ern

em
en
t p

res le trib
u
n
a
l civ

il

）
は
、
そ
の
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
三
九
条

夫
又
は
妻
の
親
族
及
び
未
成
年
者
の
親
族
、
又
は

未
成
年
者
に
親
族
が
い
な
い
場
合
は
そ
の
友
人
は
、
登
記
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
妻
及
び
未
成
年
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
一
四
二
条

第
二
一
四
〇
条
及
び
第
二
一
四
一
条
の
場
合
に
お

い
て
、
夫
、
後
見
人
及
び
後
見
監
督
人
は
、
指
定
さ
れ
た
不
動
産
に
つ

い
て
の
み
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
四
八
条

登
記
を
す
る
に
あ
た
り
、
債
権
者
は
、
自
己
又
は

第
三
者
に
よ
り
、
先
取
特
権
又
は
抵
当
権
の
原
因
と
な
る
判
決
又
は
証

書
の
原
本
（o

rig
in
a
l
 
en
 
b
rev

et

）
又
は
公
署
謄
本
（ex

p
ed
itio

n
 

a
u
th
en
tiq
u
e

）
を
抵
当
権
保
存
吏
（co

n
serv

a
teu

r
 
d
es
 
h
y
p
o
th
e-

q
u
es

）
に
提
出
す
る
。
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印
紙
貼
付
書
類
（p

a
p
ier tim

b
re

）
に
記
載
さ
れ
た
申
請
書
（b

o
r-

d
erea

u
x

）
が
二
通
、
こ
れ
に
添
付
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
通
は
、

証
書
の
謄
本
に
、
そ
れ
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
申
請
書
の
記

載
事
項
は
以
下
で
あ
る
。

一

債
権
者
の
氏
名
、
住
所
、
有
職
者
で
あ
る
と
き
は
そ
の
職
業
、

及
び
保
存
所
の
あ
る
郡
（a

rro
n
d
issem

en
t

）
内
で
の
選
定
住
所

（electio
n d

’u
n d

o
m
icile

）。

二

債
務
者
の
氏
名
、
住
所
、
知
ら
れ
た
る
職
を
有
す
る
と
き
は
そ

の
職
業
、
保
存
吏
が
抵
当
権
設
定
者
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
個

別
的
で
特
別
な
指
示
。

三

証
書
の
日
付
及
び
性
質
。

四

証
書
に
記
載
さ
れ
た
債
権
の
元
本
額
、
元
本
の
従
た
る
も
の

（a
ccesso

ires

）
の
額
及
び
弁
済
期
（ep

o
q
u
e d

e l’ex
ig
ib
ilite

）。

定
期
金
（ren

tes

）
及
び
給
付
（p

re
sta

tio
n
s

）
、
又
は
未
確
定

（ev
en
tu
els

）、
条
件
付
き
（co

n
d
itio

n
n
els

）
若
し
く
は
不
特
定

（in
d
eterm

in
es

）
な
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
が
命
じ
ら
れ
る

す
べ
て
の
場
合
に
つ
き
、
登
記
申
請
者
が
評
価
し
た
債
権
の
元
本
額
。

五

先
取
特
権
又
は
抵
当
権
の
保
存
を
す
べ
き
財
産
の
種
類
及
び
所

在
地
の
指
示
。

こ
の
号
の
規
定
は
、
法
定
抵
当
権
又
は
裁
判
上
の
抵
当
権
に
は
、
こ

れ
を
適
用
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
抵
当
権
に
つ
い
て
は
、
合
意
の
な
い
限

り
、
一
つ
の
登
記
が
保
存
所
の
あ
る
郡
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
不
動

産
を
目
的
と
す
る
。

第
二
一
五
三
条

会
計
官
の
財
産
を
目
的
と
す
る
国
、
市
町
村
及
び

公
施
設
の
純
然
た
る
法
定
抵
当
権
（h

y
p
o
th
eq
u
e p

u
rem

en
t

 
leg
a
le

）、
後
見
人
の
財
産
を
目
的
と
す
る
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の

純
然
た
る
法
定
抵
当
権
、
夫
の
財
産
を
目
的
と
す
る
妻
の
純
然
た
る
法

定
抵
当
権
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
二
通
の
申
請
書
の
提
出
に
基
づ

い
て
、
登
記
さ
れ
る
。

一

債
権
者
の
氏
名
、
職
業
及
び
現
住
所
並
び
に
郡
内
の
選
定
住
所
。

二

債
務
者
の
氏
名
、
職
業
、
住
所
又
は
正
確
な
指
定
。

三

保
存
す
べ
き
権
利
の
性
質
及
び
特
定
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
価

値
の
額
（m

o
n
ta
n
t d
e leu

r v
a
leu
r

）。
た
だ
し
、
そ
れ
が
条
件
付
き
、

未
確
定
又
は
不
特
定
な
場
合
は
、
そ
れ
を
確
定
す
る
必
要
は
な
い
。

第
二
一
九
四
条

滌
除
を
す
る
と
き
は
、
取
得
者
は
、
財
産
所
在
地

の
民
事
裁
判
所
の
書
記
課
に
所
有
権
移
転
契
約
書
の
正
式
に
照
合
さ

れ
た
謄
本
（co

p
ie d

u
m
en
t co

lla
tio
n
ee

）
を
提
出
し
、
か
つ
妻
又

は
後
見
監
督
人
及
び
民
事
裁
判
所
付
政
府
委
員
（co

m
m
issa

ire civ
il

 
p
res le trib

u
n
a
l

）
に
対
し
て
送
達
（sig

n
ifica

tio
n

）
に
よ
る
書
面

で
謄
本
の
寄
託
を
証
明
す
る
。
契
約
日
、
契
約
当
事
者
の
氏
名
、
職
業
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及
び
住
所
、
財
産
の
性
質
及
び
所
在
地
の
指
示
、
売
買
代
価
及
び
そ
の

他
の
負
担
を
記
載
し
た
契
約
書
の
抄
本
は
、
二
ヶ
月
間
、
裁
判
所
講
堂

（a
u
d
ito
ire

）
に
掲
示
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
中
、
妻
、
夫
、
後
見
人
、

後
見
監
督
人
、
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
、
親
族
又
は
友
人
及
び
政
府
委

員
は
、
抵
当
権
保
存
所
に
対
し
て
、
譲
渡
さ
れ
た
不
動
産
に
登
記
す
る

よ
う
申
請
し
、
か
つ
そ
れ
を
登
記
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
登
記

は
、
夫
婦
財
産
契
約
日
又
は
後
見
人
の
管
理
開
始
日
に
さ
れ
た
登
記
と

同
一
の
効
果
を
有
す
る
。
婚
姻
又
は
後
見
に
よ
り
不
動
産
が
抵
当
権
の

目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
に
対
し
て
第
三

者
の
た
め
に
抵
当
権
を
合
意
し
た
場
合
は
、
第
二
一
三
六
条
に
従
い
、

夫
及
び
後
見
人
に
対
し
て
訴
追
（p

o
u
rsu

ite
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
一
九
五
条

契
約
書
の
展
示
（ex

p
o
sitio

n
）
か
ら
二
ヶ
月
以

内
に
妻
、
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
た
め
の
登
記
が
売
却
さ
れ
た
不

動
産
に
対
し
て
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
妻
の
嫁
資
、
取
戻
し
及
び
夫

婦
財
産
制
約
定
又
は
後
見
人
の
管
理
の
た
め
の
負
担
の
な
い
不
動
産
と

し
て
、
そ
れ
は
取
得
者
に
移
転
す
る
。
た
だ
し
、
夫
及
び
後
見
人
に
対

し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

妻
、
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
た
め
の
登
記
が
さ
れ
た
が
、
不
動

産
代
価
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
古
い
債
権
者

（crea
n
ciers a

n
terieu

rs

）
が
い
る
場
合
は
、
取
得
者
は
、
有
効
順
位

（o
rd
re u

tile

）
に
あ
る
債
権
者
に
対
し
て
し
た
代
価
の
全
部
又
は
一

部
の
弁
済
で
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
妻
、
未

成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
登
記
は
そ
の
全
部
又
は
支
払
額
を
限
度
に
抹

消
さ
れ
る
。

妻
、
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
た
め
の
登
記
が
最
も
古
い
場
合
は
、

取
得
者
は
弁
済
に
よ
り
こ
れ
ら
の
者
の
登
記
を
害
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
登
記
は
、
第
二
一
九
四
条
に
従
い
、
夫
婦
財
産
契
約
日
又
は

後
見
人
の
管
理
開
始
日
の
日
付
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
有

効
順
位
に
な
い
他
の
債
権
者
の
登
記
は
抹
消
さ
れ
る
。

⑵

一
八
五
五
年
法

三

一
八
〇
四
年
法
は
、
一
八
五
五
年
三
月
二
三
日
法
（
以
下

「
一
八
五
五
年
法
」
と
い
う
。）
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
。
一
八
五
五
年

法
中
、
本
稿
に
関
連
す
る
規
定
は
、
以
下
で
あ
る
（⇒

「
法
定
抵
当

権
」
一
二
）。

第
三
条

謄
記
（tra

n
scrip

tio
n

）
が
さ
れ
る
ま
で
は
、
前
二
条
に

規
定
す
る
証
書
及
び
判
決
か
ら
生
じ
る
権
利
は
、
不
動
産
に
権
利
を
取

得
し
、
か
つ
法
律
の
規
定
に
従
い
そ
れ
を
保
存
し
た
第
三
者
に
対
抗
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

謄
記
さ
れ
て
い
な
い
賃
借
権
は
、
一
八
年
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
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は
、
そ
れ
を
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
六
条

謄
記
が
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
先
取
特
権
者
又
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
法
典
第
二
一
二
三
条
、
第
二
一
二
七
条
及
び
第
二
一
二
八
条
の
抵

当
権
者
は
、
前
所
有
者
に
対
し
て
有
効
に
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
主
又
は
共
同
分
割
人
（co
p
a
r-

ta
g
ea
n
t

）
は
、
売
買
行
為
又
は
分
割
行
為
日
か
ら
四
五
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
こ
の
期
間
内
に
証
書
の
謄
記
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
法
典
第
二
一
〇
八
条
及
び
第
二
一
〇
九
条
の
先
取
特
権
の
登
記
を
有

効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
事
訴
訟
法
第
八
三
四
条
及
び
第
八
三
五
条
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

第
八
条

寡
婦
（v

eu
v
e

）、
成
年
に
達
し
た
未
成
年
者
、
禁
治
産
を

解
除
さ
れ
た
禁
治
産
者
及
び
こ
れ
ら
の
相
続
人
又
は
承
継
人
が
婚
姻
解

消
又
は
後
見
終
了
後
一
年
以
内
に
登
記
を
し
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

者
の
抵
当
権
は
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
後
に
登
記
が
さ
れ

た
日
か
ら
に
限
り
日
付
を
取
得
す
る
。

⑹

二
一
三
五
条
二
号
中
の
イ
〜
ニ
は
、
著
者
が
便
宜
的
に
付
し
た

も
の
。
原
文
に
は
存
在
し
な
い
。

二

登
記

１

一
八
〇
四
年
法

⑴

登
記
免
除
法
定
抵
当
権
の
承
認

四

債
権
者
間
に
お
い
て
は
、
法
定
抵
当
権
、
裁
判
上
の
抵
当

権
又
は
合
意
に
よ
る
抵
当
権
の
順
位
は
、
法
律
に
規
定
す
る
手
続
に

従
い
債
権
者
が
保
存
吏
の
帳
簿
に
し
た
登
記
の
日
付
の
前
後
に
よ

る
」

二
一
三
四
条
）
が
、
例
外
的
に
、

未
成
年
者
及
び
禁
治
産
者

の
抵
当
権
」
及
び
「
妻
の
抵
当
権
」
は
「
登
記
と
は
無
関
係
に
成
立

す
る
」

二
一
三
五
条
）。
す
な
わ
ち
、
妻
の
法
定
抵
当
権
も
登
記
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
妻
は
、
未
登
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
抵

当
権
が
有
す
る
効
力
を
失
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
一
般
的

に
、
法
定
「
抵
当
権
は
登
記
を
免
除
さ
れ
る
（h

y
p
o
th
eq
u
es

﹇leg
a
les

﹈so
n
t d
isp
en
sees

７
）

d
’in
scrip

tio
n

）」
と
表
現
さ
れ
る
。

な
お
、
法
定
抵
当
権
は
順
位
取
得
日
を
登
記
の
日
付
で
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
二
一
三
五
条
二
号
が
、
そ
の
順
位
取
得
日
を

法
定
す
る
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
五
八
｜
七
六
）。

五

妻
に
対
し
て
登
記
を
免
除
し
た
理
由
に
つ
き
、
ト
レ
ヤ
ー
ル

（Jea
n
-
B
a
p
tiste T

R
E
IL
H
A
R
D
,
1742

1810

）
は
立
法
理
由
開

示
（ex

p
o
se

d
es m

o
tifs

）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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曰
く
、

法
定
抵
当
権
の
効
果
を
保
証
す
る
た
め
に
、
登
記
は
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
妻
…
は
一
人
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
法
律
が
公
示
の
た
め
に
課
し
た
手

続
を
自
己
で
踏
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
手
続
が
踏
ま
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
理
由
に
、
妻
は
抵
当
権
を
失
う
の
か
。
こ
の
こ
と
を
過
ち

と
し
て
、
妻
を
罰
す
る
こ
と
が
正
当
な
の
か
。
…
わ
れ
わ
れ
は
、
妻

…
が
抵
当
権
を
失
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、﹇
妻
に

代
わ
り
﹈
登
記
す
べ
き
者
が
登
記
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
確
固
た
る
理
由
に
よ
り
、
こ
の
結
果
に
至
っ

た
。
妻
…
は
一
人
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

登
記
の
欠
缺
に
つ
き
、
妻
が
非
難
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
。
で
は
、

夫
…
の
取
引
相
手
は
、
登
記
の
欠
缺
か
ら
保
護
さ
れ
る
の
か
。
か
れ

は
、
夫
の
状
態
を
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
身
の

取
引
相
手
が
夫
…
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ

て
、
調
査
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
か
れ
に
は
僅
か
ば
か
り
の
落
ち

度
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
夫
…
に
対
す
る
請
求
権
は
、

夫
の
取
引
相
手
が
行
使
す
べ
き
で
あ
り
、
か
れ
の
た
め
に
妻
…
が
抵

当
権
を
失
う
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
妻
…
に
は
落
ち
度
は

な
い
か
ら
で
あ
る８

）」。

⑵

登
記
免
除
・
未
登
記
法
定
抵
当
権
の
効
力

六

優
先
権
（d

ro
it
 
d
e
 
p
referen

ce

）
及
び
追
求
権
（d

ro
it

 
d
e
 
su
ite

）
は
、
す
べ
て
の
抵
当
権
が
備
え
る
べ
き
「
特
徴
（tra

it
 

ca
ra
cteristiq

u
e

）」
で
あ
る９

）。
優
先
権
は
、

抵
当
不
動
産
の
代
価

に
つ
き
、
一
般
債
権
者
及
び
後
順
位
抵
当
権
者
に
優
先
す
る10

）」
権
利

の
こ
と
を
い
う
。
二
一
一
四
条11

）は
、
抵
当
権
が
優
先
権
を
有
す
る
こ

と
を
規
定
し
な
い12

）が
、
抵
当
権
は
、
こ
れ
を
当
然
に
備
え
る
。
追
求

権
は
、

抵
当
不
動
産
が
誰
の
手
に
渡
ろ
う
と
も
、
そ
れ
を
売
却
し
、

か
つ
そ
の
代
価
か
ら
弁
済
を
得
る
た
め
に
、
そ
の
不
動
産
を
追
行
す

る
こ
と
の
で
き
る13

）」
権
利
の
こ
と
で
あ
る
。
二
一
一
四
条
三
項
は
、

抵
当
権
が
こ
の
権
利
を
備
え
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
抵
当
権
の
種
類

を
問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
、
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
、
抵
当
権
は
、
こ

れ
ら
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
登
記
免
除

法
定
抵
当
権
に
限
っ
て
は
、
未
登
記
の
ま
ま
で
、
優
先
権
及
び
追
求

権
を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
法
定
「
抵
当
権
は
登
記
と
は
無
関
係
に

成
立
す
る
」
と
規
定
す
る
二
一
三
五
条
は
、
第
一
八
章
第
三
節
第
四

款
「
抵
当
権
相
互
の
順
位
」
の
規
定
で
あ
る
た
め
、
こ
の
規
定
に
よ

り
登
記
が
免
除
さ
れ
る
の
は
優
先
権
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、

夫

及
び
後
見
人
の
財
産
を
目
的
と
す
る
未
登
記
抵
当
権
の
滌
除
方
法
」

と
題
す
る
第
一
八
章
第
九
節
（
二
一
九
三
｜
二
一
九
五
条
）
は
、
妻

が
未
登
記
の
ま
ま
で
法
定
抵
当
権
を
第
三
取
得
者
に
対
抗
す
る
こ
と
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が
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
で
、
こ
れ
を
根
拠
に
、
登
記
免

除
・
未
登
記
法
定
抵
当
権
は
追
求
権
を
備
え
る
と
解
さ
れ
る14

）。

七

妻
は
、
未
登
記
の
ま
ま
で
、
以
下
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
（⇒
①
｜
③
）。

①

順
位
配
当
（o

rd
re

）
に
お
い
て
、
法
定
抵
当
権
の
順
位
取

得
日
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
五
八
｜
七
六
）
に
応
じ
た
順
位
決
定

（co
llo
ca
tio
n

）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る15

）。

②

第
三
取
得
者
が
滌
除
手
続
を
開
始
し
た
と
き
は
、
増
価
競
売

（su
ren

ch
ere

）
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る16

）。

③

抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
に
対
し
て
抵
当
権
に
よ
る
追
行

を
す
る
こ
と
が
で
き
る17

）。

八

登
記
が
免
除
さ
れ
る
範
囲
に
限
定
は
な
い
（⇒

①
｜
③
）。

①

法
定
抵
当
権
の
目
的
と
な
る
財
産
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
三

〇
｜
三
六
）
は
、
す
べ
て
、
登
記
を
免
除
さ
れ
る
。
婚
姻
日
に
夫
が

所
有
す
る
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
夫
が
婚
姻
中
に
取
得
し
た
不
動
産

又
は
婚
姻
解
消
後
に
取
得
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る18

）。

②

登
記
が
免
除
さ
れ
る
法
定
抵
当
権
は
、
妻
が
有
す
る
法
定
抵

当
権
の
す
べ
て
で
あ
る
。
二
一
三
五
条
二
号
に
列
挙
さ
れ
た
債
権
を

被
担
保
債
権
と
す
る
法
定
抵
当
権
だ
け
が
、
登
記
を
免
除
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い19

）。

③

登
記
が
免
除
さ
れ
る
の
は
、
法
定
抵
当
権
に
限
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
嫁
資
の
取
戻
し
を
担
保
す
る
た
め
に
、
夫
の
父
が
自
己

の
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
夫
婦

財
産
契
約
の
条
項
に
よ
り
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
抵
当
権
は
合
意

に
よ
る
抵
当
権
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
登
記
は
免
除
さ
れ
な
い20

）。

７
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
301,

tex
te.

８
）

F
en
et,

t.
X
V
,
p
p
.
455

457.

香
山
「
基
本
的
性
格
⑷
」
二

〇
八
｜
二
〇
九
頁
註

202
）参
照
。

９
）

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

283,
p
.
404,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°892,

p
.
1.

10
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

283,
p
.
404,

tex
te.

11
）

第
二
一
一
四
条

抵
当
権
は
、
債
務
の
履
行
の
た
め
に
充
当

さ
れ
る
不
動
産
に
つ
き
存
す
る
物
権
で
あ
る
。

抵
当
権
は
、
そ
の
性
質
上
不
可
分
で
あ
り
、
充
当
さ
れ
る
不
動
産

の
す
べ
て
、
そ
の
不
動
産
の
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
不
動
産
の
各
部
分
の

全
体
を
目
的
と
す
る
。

抵
当
権
は
、
抵
当
不
動
産
が
誰
の
手
に
渡
ろ
う
と
も
、
こ
れ
に
追

求
す
る
。」

12
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°892,

p
.
1.

13
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

283,
p
.
404,

tex
te.

14
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
302,

n
o
te 7;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1455,

p
.
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570.

15
）

C
iv
.
14 d

ec.
1863,

D
.
1864.

1.
111,

S
.
1864.

1.36.-
A
u
b
ry

 
et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
302,

tex
te
 
et n

o
te
 
8;
B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1455,

p
.

571.

16
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
302,

tex
te et n

o
te 9;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1455,
p
.
571.

17
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
303,

tex
te et n

o
te 10;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1455,
p
.
571.

18
）

R
eq
.
17 ju

ill.
1844,

J
.
G
.,
v
°P
riv
.
et h

yp
.,
n
°879,

S
.

1844.
1.
641.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
303,

tex
te et

 
n
o
te 11;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,

n
°1456,

p
.
571.

19
）

C
iv
.
11 ju

in 1822,
J
.
G
.,
v
°P
riv
.
et h

yp
.,
n
°881

2°,
S
.

1822.
1.
379;

C
iv
.
28 ju

ill.
1828,

J
.
G
.,
v
°P
riv
.
et h

yp
.,
n
°881

2°,
S
.
1828.

1.
297;

C
iv
.
5 n
o
v
.
1832,

J
.
G
.,
v
°P
riv
.
et h

yp
.,

n
°881

2°;
C
iv
.
5 d

ec.
1832,

J
.
G
.,
v
°P
riv
.
et h

yp
.,
n
°881

2°,

S
.
1833.

1.
113;

R
eq
.
9 a

o
u
t 1852,

D
.
1853.

1.
155,

S
.
1853.

1.
197.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
303,

tex
te et n

o
te 12;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1458,
p
p
.
572

574.

20
）

C
iv
.
23 a

o
u
t 1837,

J
.
G
.,
v
°F
aillite

,
n
°331

6°,
S
.
1837.

1.
873.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
303,

tex
te et n

o
te 13;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1457,
p
.
572.

２

一
八
五
五
年
三
月
二
三
日
法

⑴

登
記
免
除
の
終
了

九

一
八
〇
四
年
法
に
お
い
て
は
、
婚
姻
中
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻

解
消
後
に
つ
い
て
も
妻
は
登
記
を
免
除
さ
れ
、
か
つ
、
妻
の
相
続
人

又
は
承
継
人
（a

y
a
n
t ca

u
se

）
も
、
登
記
免
除
の
特
権
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
る21

）。

一
〇

一
八
〇
四
年
法
が
妻
に
法
定
抵
当
権
の
登
記
を
免
除
し
た

の
は
、
妻
が
無
能
力
者
だ
か
ら
で
あ
る
（⇒

五
）。
し
た
が
っ
て
、

妻
が
無
能
力
者
で
な
く
な
れ
ば
、
妻
に
登
記
を
免
除
す
べ
き
理
由
は

失
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
一
八
五
五
年
法
は
、
こ
の
場
合
に
つ
き
、
登

記
の
免
除
を
制
限
す
る
。
す
な
わ
ち
、

寡
婦
…
及
び
こ
れ
ら
の
相

続
人
又
は
承
継
人
が
婚
姻
解
消
…
後
一
年
以
内
に
登
記
を
し
な
い
場

合
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
抵
当
権
は
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て

は
後
に
登
記
が
さ
れ
た
日
か
ら
に
限
り
日
付
を
取
得
す
る
」

一
八

五
五
年
法
八
条
）。
し
た
が
っ
て
、
婚
姻
解
消
後
に
お
い
て
は
、
妻
、
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相
続
人
又
は
承
継
人
は
、
法
定
抵
当
権
が
有
す
る
効
力
（⇒

六

｜
八
）
を
維
持
す
る
た
め
に
、
婚
姻
解
消
か
ら
一
年
以
内
に
法
定
抵

当
権
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（⇒

①
｜
②
）。

①

一
八
五
五
年
法
八
条
の
立
法
理
由
を
、
ス
ア
ン
（V

icto
r

 
S
U
IN
,
1797

1877

）
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
曰
く
、

登
記

と
は
無
関
係
な
法
定
抵
当
権
の
存
在
は
、
際
限
の
な
い
議
論
の
源
で

あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
繰
り
返
す
口
実
を
、

ほ
ん
の
少
し
で
も
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
。﹇
登
記
免

除
の
﹈
特
権
（g

ra
n
d
e fa

v
eu
r

）
が
維
持
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
存

在
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
妻
が
夫
の

支
配
下
に
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
し
か
し
、
妻
…
に

訴
訟
能
力
（ca

p
a
cite

d
’a
ctio

n

）
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、
妻
の
権
利
の
す
べ
て
に
つ
き
公
示
が
必
要
と
な
る
。
後
は
、

共
通
法
が
規
定
す
る
手
続
を
す
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
期
間
を
付

与
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
に
過
ぎ
な
い22

）」。

②

オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、
一
八
五
五
年
法
八
条
を
次
の
よ
う
に

評
価
す
る
。
曰
く
、
妻
の
法
定
抵
当
権
に
対
す
る
登
記
の
「
免
除
は
、

常
に
激
し
い
批
判
の
的
で
あ
っ
た
。﹇
し
か
し
、﹈
登
記
免
除
者
の
状

態
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

﹇
実
際
、﹈
社
会
と
法
律
が
…
妻
に
保
証
と
し
て
法
定
抵
当
権
を
認
め

た
以
上
は
、
法
定
抵
当
権
の
効
果
を
登
記
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、

矛
盾
に
他
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
は
、
度
を
越

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
登
記
免
除
の
利
益
を
…
﹇
妻

に
﹈
限
定
せ
ず
、
か
つ
、
法
定
無
能
力
の
期
間
に
限
定
し
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。﹇
し
た
が
っ
て
、
登
記
免
除
の
期
間
を
﹈
制
限
し
、

か
つ
免
除
者
の
範
囲
を
限
定
す
る
、
一
八
五
五
年
三
月
二
三
日
法
八

条
の
規
定
は
、
賞
賛
に
値
す
る23

）」。

⑵

登
記
免
除
終
了
事
由

一
一

妻
の
登
記
免
除
は
「
婚
姻
解
消
」

一
八
五
五
年
法
八
条
）

と
と
も
に
終
了
す
る
。
一
八
五
五
年
法
八
条
は
「
寡
婦
」
と
規
定
す

る
が
、
登
記
の
免
除
を
終
了
さ
せ
る
事
由
（
以
下
「
登
記
免
除
終
了

事
由
」
と
い
う
。）
は
、
夫
の
死
亡24

）に
よ
る
婚
姻
の
解
消
に
限
定
さ

れ
な
い
。
夫
の
死
亡
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
以
下
の
も
の
が
、
登
記

免
除
終
了
事
由
で
あ
る
（
又
は
、
な
い
）

⇒

①
｜
⑤
）。

①

妻
の
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消25

）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
妻

の
相
続
人
（⇒

一
三
）
が
登
記
を
す
る26

）。

②

離
婚
に
よ
る
婚
姻
解
消27

）。
一
八
五
五
年
法
制
定
当
時
、
離
婚

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
八
五
五
年
法
は
、
こ
れ
を
規
定

し
な
い
。
離
婚
が
再
承
認
さ
れ
た
一
八
八
四
年
七
月
二
七
日
法28

）以
降
、

離
婚
は
登
記
免
除
終
了
事
由
で
あ
る
。

③

婚
姻
の
無
効29

）。
法
定
抵
当
権
は
、
誤
想
婚
（m

a
ria
g
e
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p
u
ta
tif

）
の
と
き
に
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（⇒

「
法
定
抵

当
権
」
一
三
）。

④

婚
姻
中
に
お
け
る
裁
判
に
よ
る
別
産
制
（sep

a
ra
tio
n
 
d
e

 
b
ien
s ju

d
icia

ire

）

⇒

「
法
定
抵
当
権
」
七
）
の
承
認
は
、
登
記

免
除
終
了
事
由
で
は
な・
い・
。30

）
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制
の
承

認
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
妻
は
完
全

な
能
力
を
回
復
す
る
わ
け
で
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
五
三
八
条
）

（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
七
）。
実
際
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制
の
承
認
を

登
記
免
除
終
了
事
由
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
約
定
に
よ
る
別
産
制

（sep
a
ra
tio
n d

e b
ien
s co

n
v
en
tio
n
n
elle

）

⇒

「
法
定
抵
当
権
」

七
）
の
妻
は
常
に
登
記
を
免
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、

夫
婦
財
産
制
の
種
類
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
妻
に
登
記
の
免
除
を
認
め

る
二
一
三
五
条
に
反
す
る
。

⑤

離
婚
原
因
（
二
二
九
｜
二
三
三
条
）
が
存
在
す
る
と
き
は
、

夫
婦
は
、
離
婚
に
代
え
て
別
居
（sep

a
ra
tio
n d

e co
rp
s

）
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
〇
六
条
）。
し
か
し
、
離
婚
（⇒

一
一
②
）

と
は
異
な
り
、
別
居
は
登
記
免
除
終
了
事
由
で
は
な・
い・
。
な
ぜ
な
ら
、

別
居
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る31

）。

別
居
…
の
効
果
に
よ
り
、
妻
は
、
夫
又
は
裁
判
所
の
許
可
を
得

る
こ
と
な
く
、
完
全
な
民
事
能
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

規
定
す
る
一
八
九
三
年
二
月
六
日
法
改
正
三
一
一
条
三
項
（
以
下

「
一
八
九
三
年
法
」
と
い
う
。）
は
、
こ
の
結
論
を
否
定
し
な
い
。
確

か
に
、
一
八
〇
四
年
法
は
妻
の
無
能
力
を
根
拠
に
登
記
を
免
除
し

（⇒

五
）、
ま
た
、
一
八
五
五
年
法
は
婚
姻
解
消
に
よ
る
妻
の
能
力
回

復
を
根
拠
に
登
記
の
免
除
を
終
了
さ
せ
る
（⇒

一
〇
）
の
で
、
一
八

九
三
年
法
以
降
の
別
居
後
の
妻
は
登
記
を
免
除
さ
れ
な
い
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
は
、
こ

の
よ
う
に
解
さ
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
き
、
曰
く
、

一
八
五
五
年

法
の
起
草
者
が
別
居
後
の
妻
に
法
定
抵
当
権
の
登
記
を
強
制
し
よ
う

と
考
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。
他
方
で
、
一
八
九
三
年

法
の
起
草
者
は
、
一
八
五
五
年
法
を
修
正
す
る
意
思
を
表
明
し
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
五
五
年
法
の
規
定
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

別
居
後
の
妻
は
抵
当
権
を
公
示
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
と
結
論
づ
け

な
け
れ
ば
ら
な
い32

）い
」。
ま
た
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖

ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
実
質
的
な
理
由
も
挙
げ
る33

）。
す
な
わ
ち
、
別
居
を

登
記
免
除
終
了
事
由
と
解
し
た
場
合
は
、
第
三
者
は
、
別
居
後
の
妻

が
法
定
期
間
内
に
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
き
、
抵
当
権
の
存
在
を
考

慮
せ
ず
に
不
動
産
を
取
得
す
る
（⇒

一
六
①
）。
し
か
し
、
そ
の
後

に
夫
婦
が
和
睦
（reco

n
cilia

tio
n

）
を
し
、
妻
が
、
回
復
し
た
法

定
抵
当
権
を
第
三
取
得
者
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

第
三
取
得
者
は
不
測
の
損
害
を
被
る
。
し
た
が
っ
て
、
別
居
を
登
記

免
除
終
了
事
由
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
和
睦
に
よ
る
法
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定
抵
当
権
の
回
復
を
制
限
す
れ
ば
第
三
取
得
者
の
保
護
は
図
れ
る
が
、

ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
こ
れ
を
否
定
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
立
法
者
た

だ
一
人
だ
か
ら
で
あ
る34

）」。

⑶

登
記
期
間

一
二

法
定
抵
当
権
は
「
婚
姻
解
消
…
後
一
年
以
内
に
登
記
」
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
八
五
五
年
法
八
条
）。
こ
の
期
間
（
以

下
「
法
定
期
間
」
と
い
う
。）
の
延
長
（⇒

一
三
）
又
は
短
縮
（⇒

一
五
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。
法
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
夫
の
不
動
産

が
第
三
者
に
任
意
に
譲
渡
さ
れ
、
第
三
取
得
者
が
謄
記
を
し
た
後
で

も
、
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る35

）。
法
定
期
間
の
起
算
点
は
、
婚
姻

解
消
原
因
に
応
じ
て
異
な
る
（⇒

①
｜
③36

））。

①

妻
又
は
夫
の
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
の
と
き
（⇒
一
一
①
）

は
、
法
定
期
間
の
起
算
点
は
妻
又
は
夫
の
死
亡
日
で
あ
る37

）。

②

離
婚
を
認
め
る
「
判
決
（ju

g
em
en
t o

u
 
a
rret

）
主
文
は

婚
姻
挙
式
地
の
身
分
登
録
簿
（reg

istre d
e l’eta

t civ
il

）
に
謄
記

さ
れ
る
」

一
八
八
六
年
四
月
一
八
日
法
改
正
二
五
一
条
一
項
）。
離

婚
に
よ
る
婚
姻
解
消
の
と
き
（⇒

一
一
②
）
の
法
定
期
間
の
起
算
点

は
、
判
決
主
文
謄
記
日
で
あ
る38

）。

③

誤
想
婚
の
要
件
を
満
た
し
た
婚
姻
無
効
の
場
合
（⇒

一
一

③
）
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
無
効
を
宣
言
す
る
終
局
判
決
（ju

g
e-

m
en
t d

efin
itif

）
が
下
さ
れ
た
日
が
、
法
定
期
間
の
起
算
点
で
あ

る39
）。一

三

妻
の
死
亡
よ
る
婚
姻
解
消
の
と
き
は
、
妻
の
相
続
人
が
、

妻
の
死
亡
日
（⇒

一
二
①
）
を
起
算
点
と
し
て
、
法
定
期
間
内
に
登

記
を
す
る
（⇒

一
一
①
）。
し
か
し
、
未
成
年
者
の
法
定
抵
当
権
の

登
記
は
後
見
終
了
日
か
ら
一
年
間
免
除
さ
れ
る
（
一
八
五
五
年
法
八

条
）
の
で
、
妻
の
相
続
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

未
成
年
相
続
人
（h

eritiers m
in
eu
rs

）
の
法
定
期
間
の
起
算
点
を

後
見
終
了
日
（
未
成
年
相
続
人
の
成
人
到
達
日
）
と
し
て
、
法
定
期

間
の
延
長
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
（⇒

①

｜
②
）。

①

生
残
夫
（m

a
ri su

rv
iv
a
n
t

）
以
外
の
者
が
後
見
人
で
あ
る

場
合
は
、
期
間
延
長
は
認
め
ら
れ
な
い40

）。
と
い
う
の
も
、

一
八
五

五
年
三
月
二
三
日
法
八
条
の
目
的
は
第
三
者
の
利
益
の
保
護
に
あ
る

の
で
、
…
妻
…
の
相
続
人
の
個
人
的
状
態
は
す
べ
て
取
捨
さ
れ41

）」
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

後
見
人
に
よ
る
登
記
を
期
待
で
き
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
と

し
て
も
、
未
成
年
相
続
人
の
利
害
は
害
さ
れ
な
い
。

②

生
残
夫
が
後
見
人
で
あ
る
場
合
は
、
生
残
夫
が
登
記
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
学
説
に
は
、
こ
の
場
合
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に
つ
い
て
は
、
法
定
期
間
の
起
算
点
を
後
見
終
了
日
ま
で
延
期
す
べ

き
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
あ
る42

）。
し
か
し
、
判
例
、
オ
ブ
リ
ー
‖

ロ
ー
及
び
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
こ
の

場
合
に
つ
い
て
も
法
定
期
間
の
延
長
を
認
め
な
い43

）。
そ
の
理
由
に
つ

き
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
曰
く
、

立
法
者
は
、﹇
登
記
の
﹈
免
除
を
、
債
権
者
が
無

能
力
で
あ
る
期
間
又
は
精
神
的
に
自
己
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
期
間
に
限
定
し
た
い
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合

の
無
能
力
又
は
精
神
的
不
可
能
（im

p
o
ssib

ilite
m
o
ra
le

）
の
源

は
婚
姻
で
あ
る
。
妻
の
相
続
人
と
妻
の
状
況
は
、
た
と
え
相
続
人
が

未
成
年
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

妻
の
相
続
人
は
、
婚
姻
を
基
礎
と
す
る
登
記
免
除
の
利
益
を
主
張
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、
無
能
力
が
終
了
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
に
、
さ
ら
な
る
無
能
力
が
続
く
。
す
な
わ
ち
、
精
神
的
不
可

能
が
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
同
一
の
性
質
を
有
す
る
他
の
不
可
能
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
。
し
か
し
、
病
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
治
療
法
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
一
方
に
は
妻
の
法
定
抵
当
権
、
他
方
に
は
未
成

年
者
の
法
定
抵
当
権
。
い
ず
れ
も
等
し
く
登
記
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
抵
当
権
の
順
位
は
債
権
の
日
付
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
が
、

他
方
の
抵
当
権
の
順
位
は
後
見
開
始
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
二
つ
の
無
能
力
の
原
因
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。﹇
し
た

が
っ
て
、
﹈
一
つ
の
無
能
力
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
無
能
力
に

認
め
れ
た
登
記
の
免
除
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い44

）」。

⑷

登
記
申
請
中
止
事
由

一
四

抵
当
権
者
は
、
一
般
的
に
、

登
記
申
請
中
止
（a

rret
 

d
u
 
co
u
rs d

e in
scrip

tio
n
s

）」
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
登
記
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
登
記
申
請
中
止
事
由
は
、
債
務
者
の
破
産

（fa
illite

）

二
一
四
六
条
一
項45

））、
後
に
限
定
承
認
（b

en
efice

 
d
’in
v
en
ta
ire

）
さ
れ
る
に
至
る
被
相
続
人
の
死
亡
（
二
一
四
六
条

二
項46

））
及
び
後
に
相
続
放
棄
に
よ
り
相
続
人
不
存
在
（v

a
ca
n
ce

 
d
e su

cessio
n

）
に
至
る
被
相
続
人
の
死
亡47

）で
あ
る
。
一
八
五
五
年

法
以
前
に
お
い
て
は
、
登
記
申
請
中
止
事
由
の
発
生
が
法
定
抵
当
権

の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い48

）。

一
五

問
題
は
、
一
八
五
五
年
法
に
お
い
て
、
婚
姻
解
消
後
の
登

記
申
請
中
止
事
由
の
発
生
に
よ
り
、
法
定
抵
当
権
の
登
記
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
法
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
登
記
申
請
中
止

事
由
発
生
後
で
あ
っ
て
も
有
効
に
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ

れ
る49

）。
す
な
わ
ち
、
登
記
申
請
中
止
事
由
の
発
生
は
、
法
定
期
間
を

短
縮
し
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
き
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
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‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
二
一
四
六
条
は
、
対
抗

力
を
有
さ
な
い
抵
当
権
が
、
登
記
申
請
中
止
事
由
発
生
後
に
対
抗
力

を
得
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
定
抵
当
権
は
未
登
記

で
対
抗
力
を
有
す
る
の
で
、
法
定
期
間
内
の
登
記
に
つ
い
て
は
、

対
抗
力
を
有
さ
な
い
抵
当
権
に
対
抗
力
を
付
与
す
る
こ
と
が
問
題

と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。﹇
一
八
五
五
年
法
﹈
八
条
の
登
記

は
、
す
で
に
抵
当
権
が
有
す
る
効
果
と
、
そ
れ
に
法
律
が
付
与
し
た

順
位
を
抵
当
権
に
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る50

）」。
し
た
が
っ
て
、
登
記
申
請
中
止
事
由
発
生
後
の
登
記
も
認

め
ら
れ
る
。

⑸

登
記
欠
缺
の
効
果

一
六

婚
姻
解
消
か
ら
一
年
以
内
に
法
定
抵
当
権
の
登
記
が
さ
れ

な
い
場
合
、
以
下
の
効
果
が
生
じ
る
（⇒

①
｜
④
）。

①

法
定
期
間
内
に
登
記
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
り
法
定
抵
当
権
は
消
滅
し
な
い51

）。
す
な
わ
ち
、
法
定
抵
当
権
は
第

三
者
対
抗
力
を
失
う
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
法
定
期
間
満
了
後

に
お
い
て
も
、
二
一
五
三
条
（⇒

三
二
）
に
従
い
、
登
記
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
法
定
期
間
満
了
後
に
登
記
申
請
中
止
事
由

（⇒

一
四
）
が
生
じ
た
と
き
は
、
妻
の
登
記
は
認
め
ら
れ
な52

）い53
）。

②

法
定
期
間
満
了
後
に
登
記
が
さ
れ
た
法
定
抵
当
権
の
順
位
取

得
日
は
、
二
一
三
五
条
の
定
め
る
日
付
で
は
な
く
、
登
記
日
（
二
一

三
四
条
）
で
あ
る54

）。

③

一
定
の
事
由
が
生
じ
る
と
、
抵
当
権
者
の
権
利
は
物
か
ら
物

の
代
価
に
移
転
す
る
。
こ
れ
を
「
抵
当
権
の
法
定
効
果
（effet

 
leg
a
le

）」
と
い
う
。
そ
し
て
、
法
定
期
間
満
了
前
に
法
定
効
果
が

生
じ
た
と
き
は
、
妻
は
、
法
定
期
間
内
の
法
定
抵
当
権
の
登
記
を
免

除
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
妻
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、

未
登
記
の
ま
ま
で
優・
先・
権・
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
（⇒

一
九
・

二
〇
③
・
二55

）一56
））。

④

法
定
期
間
内
の
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
第
三
者
」

一
八
五
五
年
法
八
条
）
は
、
夫
の
不
動
産
の
第
三
取
得

者
及
び
夫
の
抵
当
権
者57

）並
び
に
夫
の
一
般
債
権
者
で
あ
る58

）。
夫
又
は

夫
の
相
続
人
は
「
第
三
者
」
で
は
な
い59

）。

21
）

C
iv
.
9 n

o
v
.
1813,

S
.
1814.

1.
7.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
1

ed
.,

t.
II,

269,
p
.
150,

tex
te et n

o
te 5;

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
303,

tex
te.

こ
の
よ
う
な
一
八
〇
四
年
法
の
理
解
は
、
国

務
院
答
申
（a

v
is

）

一
八
一
二
年
五
月
八
日
）
の
理
解
で
も
あ
る
。

曰
く
、

夫
が
死
亡
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
妻
の
登
記
取
得
の
た

め
の
特
別
期
間
を
定
め
る
必
要
は
な
い
」

C
ite

p
a
r
 
B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1499,

p
.

631.

）。
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22
）

S
u
in
(V
.),
E
xpose

d
es m

otifs d
u
 
projet d

e loi su
r la

 
tran

scription
 
en
 
m
atiere

 
h
ypoth

ecaire
 
presen

te
au
 
corps

 
legislatif par

 
M
.
S
u
in
,
T
ro
p
lo
n
g
,
tran

scription
,
p
.
15.

23
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
p
.
301

302,
n
o
te 6.

24
）

一
八
〇
四
年
法
は
、
生
死
不
明
者
（a

b
sen

t

）
を
死
亡
者
と
み

な
す
こ
と
な
く
、
生
死
不
明
者
の
法
律
関
係
に
つ
き
詳
細
な
規
定
を

設
け
る
（
一
一
二
｜
一
四
三
条
）。
生
死
不
明
者
が
音
信
を
絶
っ
て

四
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
生
死
不
明
宣
言

（d
ecla

ra
tio
n
 
d
’a
b
sen

ce
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一

五
条
）。
ま
た
、
生
死
不
明
者
が
代
理
人
を
置
き
つ
つ
音
信
を
絶
っ

た
と
き
は
、
そ
の
請
求
の
た
め
に
は
一
〇
年
の
経
過
が
必
要
で
あ
る

（
一
二
一
条
）。
裁
判
所
は
、
こ
の
請
求
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て
生

死
不
明
宣
言
判
決
を
下
す
（
一
一
九
条
）。
こ
の
判
決
に
よ
り
、
推

定
相
続
人
に
対
し
て
、
生
死
不
明
者
の
財
産
の
「
仮
占
有
付
与

（en
v
o
i en p

o
ssessio

n p
ro
v
iso
ire

）」
が
認
め
ら
れ
る
（
一
二
〇

条
）。
つ
ま
り
、
推
定
相
続
人
間
に
お
い
て
、
相
続
財
産
の
仮
の
分

配
が
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仮
占
有
付
与
を
認
め
ら
れ
た
者
は
生
死
不

明
者
の
不
動
産
を
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
二
八
条
）。
仮

占
有
付
与
か
ら
三
〇
年
経
過
し
た
と
き
、
又
は
生
死
不
明
者
の
出
生

か
ら
一
〇
〇
年
が
経
過
し
た
と
き
は
、
す
べ
て
の
権
利
者
は
「
終
局

的
占
有
付
与
（en

v
o
i en

 
p
o
ssessio

n
 
d
efin

itif

）」
を
裁
判
所
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
二
九
条
）。
そ
し
て
、
終
局
的
占
有

付
与
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
失
日
又
は
最
後
の
音
信
日
に

相
続
が
開
始
す
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
I,

157,
p
.
622,

tex
te.

）。

し
た
が
っ
て
、
相
続
人
は
処
分
行
為
が
認
め
ら
れ
（
一
三
二
条
）、

ま
た
夫
婦
が
共
通
制
（reg

im
e en

 
co
m
m
u
n
a
u
te

）
で
婚
姻
し
て

い
た
と
き
は
最
終
的
な
共
通
財
産
（b

ien
s co

m
m
u
n
s

）
の
分
割
が

さ
れ
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
I,

157,
p
.
623,

tex
te.

）。
問
題
は
、

夫
又
は
妻
の
死
亡
（⇒

一
一
①
）
に
加
え
、
夫
又
は
妻
の
生
死
不
明

（a
b
sen

ce

）
が
登
記
免
除
終
了
事
由
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
で
あ
る
。
終
局
的
占
有
付
与
に
よ
り
、
生
死
不
明
者
は
死
亡
者
の

よ
う
に
扱
わ
れ
る
が
、
死
亡
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

（A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
I,

148,
p
.
594,

tex
te.

）
の
で
、
婚
姻
は
解

消
さ
れ
な
い
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
I,

159,
p
.633,tex

te et n
o
te

 
1.

）。
そ
し
て
、
生
死
不
明
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
し
な
い
と
い
う
点
に

着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
残
配
偶
者
が
生
存
し
て
い
る
限
り
、
妻

は
登
記
を
免
除
さ
れ
続
け
る
。
し
か
し
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ

ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
終
局
的
占
有
付
与
を
登
記
免
除
終
了
事
由

と
解
す
る
。
と
い
う
の
も
、
終
局
的
占
有
付
与
に
つ
い
て
は
、

法

律
は
、
あ
た
か
も
生
死
不
明
者
が
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
当
事
者
の
権
利
を
調
整
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1509,

p
.

642.

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
死
亡
は
確
実
で
あ
る
が
死
体
が
発
見
さ
れ
な
い

よ
う
な
と
き
に
さ
れ
る
裁
判
上
の
死
亡
確
認
（co

n
sta
ta
tio
n
 
ju
d
-

icia
ire d

u
 
d
eces

）

一
八
九
三
年
六
月
八
日
法
）
は
、
当
然
に
登

記
免
除
終
了
事
由
と
解
さ
れ
る
（B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 

L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1510,

p
.
642.

）。
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25
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
304,

tex
te et p

p
.
304

305,
n
o
te 17;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

-

equ
es
,
t.
II,

n
°1513,

p
p
.
644

645.
26
）

R
eq
.
2 ju

ill.
1877,

D
.
1878.

1.
408,

S
.
1877.

1.
415.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
304,

tex
te et p

p
.
304

305,

n
o
te 17;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,

n
°1513,

p
.
645.

27
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1508,

p
.
641.

28
）

一
八
〇
四
年
法
は
、
離
婚
を
承
認
す
る
が
、
そ
れ
は
一
八
一
六

年
五
月
八
日
法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
年
七

月
二
七
日
法
が
、
そ
れ
を
再
承
認
す
る
（
山
口
『
概
説
・
上
』
四
三

〇
頁
）。

29
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1508,

p
.
641.

30
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1511,

p
p
.
642

643.

31
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1511,

p
p
.
642

643.

32
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1512,

p
.
643.

33
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1512,

p
.
644.

34
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1512,

p
.
644.

35
）

in
scription

 
h
ypoth

ecaire
,
n
°79.

36
）

生
死
不
明
の
場
合
（⇒

一
一
註

24
））
は
、
終
局
的
占
有
付
与

日
又
は
終
局
的
占
有
付
与
の
請
求
可
能
日
が
、
法
定
期
間
の
起
算
点

で
あ
る
（B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,
n
°1509,

p
.
642.

）。
ま
た
、
裁
判
上
の
死
亡
確
認
（⇒

一
一
註

24
））
の
場
合
は
、
身
分
登
録
簿
に
さ
れ
る
死
亡
宣
言
判
決
（ju

g
e-

m
en
t d
ecla

ra
tif d

e d
eces

）
の
謄
記
（
一
八
九
三
年
六
月
八
日
法

改
正
一
八
〇
四
年
法
九
二
条
）
の
日
が
法
定
期
間
の
起
算
点
と
な
る

（B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1510,
p
.
642.

）。

37
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1508,

p
.
641.

38
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1508,

p
.
641.

39
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1508,

p
.
641.

40
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
305,

tex
te et n

o
te 18;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1514,
p
.
645.

41
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
305,

n
o
te 18.

42
）

P
o
n
t,
h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°809,

p
p
.
226

231.
43
）

C
iv
.
2 m

a
i 1866,

D
.
1866.

1.
241,

S
.
1866.

1.
233;

C
iv
.
22

 
a
o
u
t 1876,

D
.
1878.

1.
212,

S
.
1876.

1.
471;

R
eq
.
2 ju

ill.
1877,
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D
.
1878.

1.
408,

S
.
1877.

1.
415.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,

p
.
305,

tex
te
 
et n

o
te
 
19;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 

L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1514,

p
.
645.

44
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1514,

p
.
647.

45
）

登
記
が
破
産
開
始
前
の
行
為
が
無
効
と
宣
言
さ
れ
る
期
間
内

に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
登
記
の
効
果
は
生
じ
な
い
」

二
一
四
六

条
一
項
後
段
）。
し
た
が
っ
て
、
一
八
〇
四
年
法
に
お
い
て
は
、
疑

わ
し
き
期
間
（p

erio
d
e su

sp
ecte

）

⇒

「
法
定
抵
当
権
」
一
五
）

以
後
の
登
記
は
無
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
三
八
年
五
月
二
八
日

改
正
商
法
（
以
下
「
一
八
三
八
年
改
正
商
法
」
と
い
う
。）
四
四
八

条
は
、
こ
の
規
定
を
修
正
す
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
一
項
〕
有
効
に
取

得
さ
れ
た
抵
当
権
及
び
先
取
特
権
は
、
破
産
宣
告
判
決
日
ま
で
、
こ

れ
を
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
二
項
〕
た
だ
し
、
支
払
停
止
の

時
期
以
降
又
は
こ
の
時
期
の
前
一
〇
日
以
内
に
な
さ
れ
た
登
記
は
、

そ
の
登
記
が
抵
当
権
又
は
先
取
特
権
設
定
行
為
日
か
ら
一
五
日
以
上

経
過
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
無
効
を
宣
言
す
る
こ

と
が
で
き
る
。〔
三
項
〕
前
項
の
期
間
は
、
抵
当
権
が
取
得
さ
れ
た

場
所
と
登
記
が
さ
れ
た
場
所
と
の
距
離
五
万
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
一

日
が
付
け
加
え
ら
れ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
一
八
三
八
年
改
正
商
法

（
四
四
八
条
一
項
）
に
お
い
て
は
、
破
産
宣
告
判
決
後
の
登
記
だ
け

が
無
効
で
あ
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

272,
p
.
331,n

o
te 20.

）。

46
）

相
続
債
権
者
の
一
人
が
相
続
開
始
後
に
登
記
を
し
、
か
つ
相

続
が
限
定
承
認
さ
れ
た
と
き
に
つ
い
て
も
、
相
続
債
権
者
間
に
お
い

て
は
同
様
と
す
る
」

二
一
四
六
条
二
項
）。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者

が
死
亡
し
、
か
つ
、
そ
の
相
続
人
が
限
定
承
認
を
し
た
と
き
は
、
債

務
者
の
死
亡
も
登
記
申
請
中
止
事
由
と
な
る
。

47
）

オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
及
び
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ

ワ
ヌ
は
、
二
一
四
六
条
が
規
定
す
る
二
つ
の
事
由
に
加
え
、

後
に

相
続
放
棄
に
よ
り
相
続
人
不
存
在
に
至
る
被
相
続
人
の
死
亡
」
も
登

記
申
請
中
止
事
由
と
す
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

272,
p
.
336,

tex
te
 
et n

o
te
 
39;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 
L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1581,

p
.
717.

）。

48
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
307,

n
o
te 21.

49
）

C
iv
.
17 a

o
u
t 1868,

D
.
1868.

1.
398,

S
.
1868.

1.
377.-

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
306,

tex
te
 
et n

o
te
 
20;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

1515,
p
p
.
648

649 et n
°1590,

p
.
727.

50
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1515,

p
.
649.

51
）

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
306,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1516,

p
.

649 et n
°1679,

p
.
817.

52
）

C
iv
.
17 a

o
u
t 1868,

D
.
1868.

1.
398,

S
.
1868.

1.
377.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
p
.
306

307,
tex

te et n
o
te 21;

B
a
u
d
ry
-L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°

1517,
p
p
.
649

650 et n
°1590,

p
p
.
727

728.

53
）

法
定
抵
当
権
に
つ
き
、
一
八
三
八
年
改
正
商
法
四
四
八
条
（⇒
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一
四
註

45
））
一
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い

（A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
p
.
307

308,
n
o
te 21;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1517,

p
p
.

649
650 et n

°1590,
p
p
.
727

728.

）。
し
た
が
っ
て
、

有
効
に
取

得
さ
れ
た
﹇
法
定
﹈
抵
当
権
…
は
、
破
産
宣
告
判
決
日
ま
で
、
こ
れ

を
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

支
払
停

止
の
時
期
以
降
又
は
こ
の
時
期
の
前
一
〇
日
以
内
に
さ
れ
た
登
記
は
、

そ
の
登
記
が
抵
当
権
…
設
定
行
為
日
か
ら
一
五
日
以
上
経
過
し
て
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
無
効
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
す
る
一
八
三
八
年
改
正
商
法
四
四
八
条
二
項
の
、
法
定

抵
当
権
へ
の
適
用
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
る
。
こ
の

規
定
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
定
期
間
満
了
後
の
登

記
の
う
ち
、

設
定
行
為
日
か
ら
一
五
日
以
上
経
過
」
し
て
疑
わ
し

き
期
間
（⇒

「
法
定
抵
当
権
」
一
五
）
中
に
さ
れ
た
も
の
は
、
無
効

と
さ
れ
る
。

オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
を
肯
定
す
る
（A

u
b
ry

 
et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
p
.
307

308,
n
o
te 21.

）。
曰
く
、

婚
姻
解

消
…
か
ら
一
年
が
経
過
す
る
と
、
法
定
抵
当
権
者
は
、
そ
れ
以
外
の

抵
当
権
者
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
」。
実
際
、

法
定
抵
当
権
登
記

の
遅
滞
に
よ
り
、
第
三
者
は
夫
…
の
支
払
能
力
を
見
誤
る
こ
と
に
な

る
。
さ

ら

に
、
登

記

が
﹇
元

夫

婦

の
﹈
共

謀
（c

o
n c e r t

 
fra
u
d
u
leu
x

）
に
よ
り
遅
ら
さ
れ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
」。

も
っ
と
も
、
登
記
を
無
効
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
「
設
定
行
為

日
か
ら
一
五
日
以
上
経
過
」
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
ど
の
時
点
を
法
定
抵
当
権
の
「
設
定
行
為
日
」
と
す
る
か
が

問
題
と
な
る
が
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
「
一
年
の
期
間
満
了
時
が
当

然
に
一
五
日
の
起
算
点
と
な
る
」
と
解
す
る
。

ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
こ
れ
に
対
し

て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
（B

a
u
d
ry
-
L
a
c
a
n
tin
e
rie

 
e
t
 
d
e

 
L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1591,

p
p
.
728

730.

）。
曰
く
、

無
能
力
者
の
法
定
抵
当
権
は
、
そ
の
成
立
の
と
き
か
ら
、
登
記
を

免
除
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
特
権
は
、
い
く
つ
か
の
事
由
の
発
生

と
と
も
に
終
わ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
由
を
設
定
行
為
（titre

 
co
n
stitu

tif

）
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。﹇
と
い
う
の
も
、
法

定
﹈
抵
当
権
は
、
す
で
に
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

法
定
抵
当
権
は
、
婚
姻
…
の
結
果
か
ら
発
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

﹇
一
八
三
八
年
改
正
﹈
商
法
四
四
八
条
﹇
二
項
﹈
の
要
件
は
満
た
さ

れ
な
い
」。
も
っ
と
も
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ

ヌ
は
、
反
対
説
の
結
論
を
正
当
と
考
え
る
。
し
か
し
、

法
律
が
沈

黙
し
て
い
る
以
上
、
解
釈
者
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」。

54
）

R
eq
.
2 ju

ill.
1877,

D
.
1878.

1.
408,

S
.
1877.

1.
415;

R
eq
.

27 ju
in 1899,

D
.
1900.

1.
194,

S
.
1900.

1.
229.-

A
u
b
ry et R

a
u
,

t.
III,

269,
p
.
308,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 

L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°1502,

p
.
635 et n

°1516,
p
.
649.

55
）

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
.
306,

tex
te et p

.
308,

tex
te
 
et n

o
te
 
22;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 
L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1518,

p
.
650.
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56
）

法
定
効
果
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
時
期
に
生
じ
る
。

登
記
免
除
・
未
登
記
法
定
抵
当
権
の
滌
除
の
場
合
は
、
一
八
五
八

年
五
月
二
一
日
法
改
正
民
訴
法
（
以
下
「
一
八
五
八
年
改
正
民
訴

法
」
と
い
う
。）
以
後
に
お
い
て
は
、
第
三
取
得
者
が
妻
に
対
し
て

し
た
送
達
（
二
一
九
四
条
）
時
（B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e
 

L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
III,

n
°2578,

p
.
776.

）。

強
制
的
所
有
権
移
転
（ex

p
ro
p
ria
tio
n
 
fo
rcee

）
の
場
合
は
、

一
八
五
八
年
改
正
民
訴
法
以
後
に
つ
き
、
競
売
判
決
謄
記
時
（R
eq
.

22 ja
n
v
.
1877,

D
.
1877.

1.
249,

S
.
1877.

1.
115;

C
iv
.
4 m

a
i

 
1891,

D
.
1892.

1.
9,
S
.
1891.

1.
373.-

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
III,

n
°1791,

p
p
.
87

88.

）。
な

お
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、
一
八
五
八
年
改
正
民
訴
法
に
お
け
る
法

定
効
果
発
生
時
期
を
競
売
判
決
時
と
解
す
る
（A

u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.

III,
280,

p
.
375,

tex
te et p

p
.
375

376,
n
o
te 14.

）。

公
用
収
用
（ex

p
ro
p
ria
tio
n p

o
u
r ca

u
se d

’u
tilite

p
u
b
liq
u
e

）

の
場
合
は
、
判
例
は
、
収
用
判
決
謄
記
時
を
法
定
効
果
発
生
時
と
す

る
（C

iv
.
30 ja

n
v
.
1865,

D
.
1865.

1.
75,

S
.
1865.

1.
141.

）。
し

か
し
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
及
び
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・

ロ
ワ
ヌ
は
、
一
八
四
一
年
五
月
三
日
法
（
以
下
「
一
八
四
一
年
法
」

と
い
う
。）
一
七
条
一
項
（⇒

二
一
註

84
））
が
謄
記
日
か
ら
一
五

日
間
の
法
定
抵
当
権
登
記
を
認
め
る
（⇒

二
一
）
こ
と
を
理
由
に
、

法
定
効
果
発
生
時
を
謄
記
か
ら
一
五
日
の
期
間
満
了
時
と
解
す
る

（A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

280,
p
.
377,

tex
te
 
et n

o
te
 
17;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
III,n

1797 a
1799,

p
p
.
94

97.

）。

57
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1519,

p
.
651.

58
）

C
iv
.
17 a

o
u
t 1868,

D
.
1868.

1.
398,

S
.
1868.

1.
377.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

269,
p
p
.
311

312,
n
o
te 30;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1519,

p
p
.

651
652.

59
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1519,

p
.
652.

（
未
完
）
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